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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信信号を処理するためのアクセス端末であって、
　前記アクセス端末は、
　前記通信信号の品質の計測に基づいて、前記通信信号の複数のパケットタイプに関する
複数の予め決められたバイアス点から特定のバイアス点を選択することによって、前記通
信信号のためのバイアス点を決定し、前記品質の計測はそれに関連した搬送波対干渉（Ｃ
／Ｉ）推定を有し、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）をキャッ
プするように構成された前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定し、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップと、前記通信信号と、を
乗算する
　よう構成されたレシーバを備え、
　前記複数の予め決められたバイアス点のそれぞれは、シミュレーションテストを介して
決定されるアクセス端末。
【請求項２】
　前記アクセス端末はさらに、フォワードリンクのパイロットチャネルのフィードバック
情報を、フィードバックチャネルを介し、前記アクセス端末の外側のデバイスへ送るよう
に構成され、
　前記フィードバック情報は、前記複数のパケットタイプの一つを識別する、請求項１の
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アクセス端末。
【請求項３】
　前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネルであり
、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前記デバイ
スにフィードバックされる請求項２のアクセス端末。
【請求項４】
　前記レシーバは、前記決定されたバイアス点についての動作基準を満足するＳＩＮＲ値
の範囲に基づいて前記Ｃ／Ｉキャップを決定するように構成され、前記Ｃ／Ｉキャップは
、前記ＳＩＮＲ値の範囲の最大値に対応する請求項１のアクセス端末。
【請求項５】
　前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される請求項４のアクセス端末。
【請求項６】
　前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記レシーバは、前記通
信信号の二次の統計値（second order statistics）に基づいて前記Ｃ／Ｉキャップを決
定するよう構成される請求項１のアクセス端末。
【請求項７】
　前記レシーバは、前記通信信号の量子化雑音を減少するよう構成される請求項１のアク
セス端末。
【請求項８】
　前記レシーバは、前記通信信号のシンボル飽和を減少するように構成される請求項１の
アクセス端末。
【請求項９】
　前記レシーバは、前記通信信号が前記決定されたバイアス点まで運ばれるように、前記
通信信号を乗算すること、及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて、前記通信信号の
前記ＳＩＮＲをキャッピングすることで、前記通信信号を処理するように構成される請求
項１のアクセス端末。
【請求項１０】
　前記レシーバは、前記通信信号を復調するよう構成されたＲＡＫＥレシーバを備える請
求項１のアクセス端末。
【請求項１１】
　前記レシーバは、前記通信信号をイコライズするよう構成されたイコライザフィルタを
備える請求項１のアクセス端末。
【請求項１２】
　通信信号を処理するための方法であって、前記方法は、
　それに関連付けられた搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号の品質の計測
に基づいて、前記通信信号の複数のパケットタイプに関する複数の予め決められたバイア
ス点から特定のバイアス点を選択することによって前記通信信号のためのバイアス点を決
定することと、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）をキャッ
プする前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定することと、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップと、前記通信信号と、を
乗算することと
　を備え、
　前記複数の予め決められたバイアス点のそれぞれは、シミュレーションテストを介して
決定される方法。
【請求項１３】
　前記バイアス点を決定すること、前記Ｃ／Ｉキャップを決定すること、及び前記通信信
号を処理することは、アクセス端末内で行われ、前記方法はさらに、フォワードリンクパ
イロットチャネルのフィードバック情報を、フィードバックチャネルを介して前記アクセ
ス端末の外側のデバイスに送ることを備え、前記フィードバック情報は、前記複数のパケ



(3) JP 5378405 B2 2013.12.25

10

20

30

40

50

ットタイプの一つを識別する請求項１２の方法。
【請求項１４】
　前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネルであり
、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前記デバイ
スにフィードバックされる請求項１３の方法。
【請求項１５】
　前記Ｃ／Ｉキャップを決定することは、前記決定されたバイアス点についての動作基準
を満足するＳＩＮＲ値の範囲に基づき、前記Ｃ／Ｉキャップは、前記ＳＩＮＲ値の範囲の
最大値に対応する請求項１２の方法。
【請求項１６】
　前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される請求項１５の方法。
【請求項１７】
　前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記Ｃ／Ｉキャップを決
定することは、前記通信信号の二次の統計値（second order statistics）に基づく請求
項１２の方法。
【請求項１８】
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理することは、前記通信信号の量子化雑音を減少する請求項１２の方法。
【請求項１９】
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理することは、前記通信信号のシンボル飽和を減少する請求項１２の方法。
【請求項２０】
　前記通信信号を処理することは、前記通信信号は前記決定されたバイアス点に運ばれる
ように、前記通信信号を乗算すること、及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記
通信信号のＳＩＮＲをキャッピングすることを備える請求項１２の方法。
【請求項２１】
　前記方法は、前記通信信号を復調するように構成されたＲＡＫＥレシーバによって実行
される請求項１２の方法。
【請求項２２】
　前記方法は、前記通信信号をイコライズするように構成されたイコライザフィルタによ
って実行される請求項１２の方法。
【請求項２３】
　通信信号を処理するための装置であって、前記装置は、
　それに関連付けられた搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号の品質の計測
に基づいて、前記通信信号の複数のパケットタイプに関する複数の予め決められたバイア
ス点から特定のバイアス点を選択することによって前記通信信号のためのバイアス点を決
定する手段と、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の前記通信信号の信号対干渉及び雑音比（ＳＩ
ＮＲ）をキャップする前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定する手段と、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップと、前記通信信号と、を
乗算する手段と
　を備え、
　前記複数の予め決められたバイアス点のそれぞれは、シミュレーションテストを介して
決定される装置。
【請求項２４】
　前記装置はアクセス端末である請求項２３の装置。
【請求項２５】
　前記装置はさらに、フォワードリンクパイロットチャネルのフィードバック情報を、フ
ィードバックチャネルを介して前記アクセス端末の外側のデバイスに送る手段を備え、前
記フィードバック情報は、前記複数のパケットタイプの一つを識別する請求項２４の装置
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。
【請求項２６】
　前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネルであり
、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前記デバイ
スにフィードバックされる請求項２５の装置。
【請求項２７】
　前記Ｃ／Ｉキャップを決定する手段は、前記決定されたバイアス点についての動作基準
を満足するＳＩＮＲ値の範囲に基づいて前記Ｃ／Ｉキャップを決定し、前記Ｃ／Ｉキャッ
プは、前記ＳＩＮＲ値の範囲の最大値に対応する請求項２３の装置。
【請求項２８】
　前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される請求項２７の装置。
【請求項２９】
　前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記Ｃ／Ｉキャップを決
定する手段は、前記通信信号の二次の統計値（second order statistics）に基づいて前
記Ｃ／Ｉキャップを決定する請求項２３の装置。
【請求項３０】
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理する手段は、前記通信信号の量子化雑音を減少する請求項２３の装置。
【請求項３１】
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理する手段は、前記通信信号のシンボル飽和を減少する請求項２３の装置。
【請求項３２】
　前記通信信号を処理する手段は、前記通信信号が前記決定されたバイアス点に運ばれる
ように前記通信信号を乗算し、前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号のＳ
ＩＮＲをキャップする請求項２３の装置。
【請求項３３】
　前記装置は、前記通信信号を復調するように構成されたＲＡＫＥレシーバを備える請求
項２３の装置。
【請求項３４】
　前記装置は、前記通信信号をイコライズするように構成されたイコライザフィルタを備
える請求項２３の装置。
【請求項３５】
　通信信号を処理するための処理システムであって、前記処理システムは、
　前記通信信号の品質の計測に基づいて、前記通信信号の複数のパケットタイプに関する
複数の予め決められたバイアス点から特定のバイアス点を選択することによって前記通信
信号のためのバイアス点を決定し、前記品質の計測はそれに関連した搬送波対干渉波（Ｃ
／Ｉ）推定を有し、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉波及び雑音比（ＳＩＮＲ）にキャ
ップするように構成された前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定し、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップと、前記通信信号と、を
乗算する
　よう構成されたモジュールを備え、
　前記複数の予め決められたバイアス点のそれぞれは、シミュレーションテストを介して
決定される処理システム。
【請求項３６】
　前記処理システムはアクセス端末であり、前記モジュールは、さらにフォワードリンク
のパイロットチャネルのフィードバック情報を、フィードバックチャネルを介し、前記ア
クセス端末の外側のデバイスへ送るように構成され、前記フィードバック情報は、前記複
数のパケットタイプの一つを識別する、請求項３５の処理システム。
【請求項３７】
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　前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネルであり
、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前記デバイ
スにフィードバックされる請求項３６の処理システム。
【請求項３８】
　前記モジュールは、前記決定されたバイアス点についての動作基準を満足するＳＩＮＲ
値の範囲に基づいて前記Ｃ／Ｉキャップを決定するよう構成され、前記Ｃ／Ｉキャップは
、前記ＳＩＮＲ値の範囲の最大値に対応する請求項３５の処理システム。
【請求項３９】
　前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される請求項３８の処理システム
。
【請求項４０】
　前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記モジュールは、前記
通信信号の二次の統計値（second order statistics）に基づいて前記Ｃ／Ｉキャップを
決定するよう構成される請求項３５の処理システム。
【請求項４１】
　前記モジュールは、前記通信信号の量子化雑音を減少するよう構成される請求項３５の
処理システム。
【請求項４２】
　前記モジュールは、前記通信信号のシンボル飽和を減少するように構成される請求項３
５の処理システム。
【請求項４３】
　前記モジュールは、前記通信信号が前記決定されたバイアス点まで運ばれるように、前
記通信信号を乗算すること、及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて、前記通信信号
の前記ＳＩＮＲをキャッピングすることで、前記通信信号を処理するように構成される請
求項３５の処理システム。
【請求項４４】
　前記モジュールは、前記通信信号を復調するよう構成されたＲＡＫＥレシーバを備える
請求項３５の処理システム。
【請求項４５】
　前記モジュールは、前記通信信号をイコライズするよう構成されたイコライザフィルタ
を備える請求項３５の処理システム。
【請求項４６】
　通信信号を処理するために命令によってエンコードされた機器読み取り可能な媒体であ
って、前記命令は、
　それに関連付けられた搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号の品質の計測
に基づいて、前記通信信号の複数のパケットタイプに関する複数の予め決められたバイア
ス点から特定のバイアス点を選択することによって前記通信信号のためのバイアス点を決
定し、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉波及び雑音比（ＳＩＮＲ）をキャ
ップする前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定し、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップと、前記通信信号と、を
乗算する
　ためのコードを備え、
　前記複数の予め決められたバイアス点のそれぞれは、シミュレーションテストを介して
決定される機器読み取り可能な媒体。
【請求項４７】
　前記バイアス点決定すること、前記Ｃ／Ｉキャップを決定すること、及び前記通信信号
を処理することは、アクセス端末内で行われ、前記命令はさらに、フォワードリンクパイ
ロットチャネルのフィードバック情報を、フィードバックチャネルを介して前記アクセス
端末の外側のデバイスに送ることのコードを備え、前記フィードバック情報は、前記複数
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のパケットタイプの一つを識別する請求項４６の機器読み取り可能な媒体。
【請求項４８】
　前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネルであり
、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前記デバイ
スにフィードバックされる請求項４７の機器読み取り可能な媒体。
【請求項４９】
　前記Ｃ／Ｉキャップを決定するための前記コードは、前記決定されたバイアス点につい
ての動作基準を満足するＳＩＮＲ値の範囲に基づき、前記Ｃ／Ｉキャップは、前記ＳＩＮ
Ｒ値の範囲の最大値に対応する請求項４６の機器読み取り可能な媒体。
【請求項５０】
　前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される請求項４９の機器読み取り
可能な媒体。
【請求項５１】
　前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記Ｃ／Ｉキャップを決
定するための前記コードは、前記通信信号の二次の統計値（second order statistics）
に基づく請求項４６の機器読み取り可能な媒体。
【請求項５２】
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理するための前記コードは、前記通信信号の量子化雑音を減少する請求項４６の機器読
み取り可能な媒体。
【請求項５３】
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理するための前記コードは、前記通信信号のシンボル飽和を減少する請求項４６の機器
読み取り可能な媒体。
【請求項５４】
　前記通信信号を処理するための前記コードは、前記通信信号は前記決定されたバイアス
点に運ばれるように前記通信信号を乗算するためのコードと、及び前記決定されたＣ／Ｉ
キャップを用いて前記通信信号のＳＩＮＲをキャッピングするためのコードとを備える請
求項４６の機器読み取り可能な媒体。
【請求項５５】
　前記命令は、前記通信信号を復調するように構成されたＲＡＫＥレシーバによって実行
される請求項４６の機器読み取り可能な媒体。
【請求項５６】
　前記命令は、前記通信信号をイコライズするように構成されたイコライザフィルタによ
って実行される請求項４６の機器読み取り可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、通信信号に関し、より具体的には、通信信号を処理するための方法
および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル通信の分野において、広く動的な範囲（wide dynamic range）およびデジタル
数値表示（digital numeric representation）のための正確さを有することが望ましい。
しかしながら、量子化効果および飽和効果は、典型的に、数字を示すためのビット数を選
択することによる限定された正確さのため、動的な範囲および精度を限定しうる。ビット
の数を増やすことは、量子化効果および飽和効果を改善しうる。しかし、そのような増加
は、典型的に、メモリ要求（memory requirement）およびシステムの複雑性を増加させる
。それゆえに、ビット数を減らすと共に適切な量子化及び飽和性能を有する通信信号の処
理が、望ましい。
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【発明の概要】
【０００３】
　開示の一態様において、通信信号を処理するためのアクセス端末が提供される。前記ア
クセス端末は、それに関連付けられた搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号
の品質の計測に基づいて前記通信信号のバイアス点を決定するよう構成されたレシーバを
備える。前記レシーバはさらに、前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉波
および雑音比（ＳＩＮＲ）にキャップするよう構成された前記通信信号のＣ／Ｉキャップ
を決定するよう構成される。加えて、前記レシーバは、前記決定されたバイアス点及び前
記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を処理するよう構成されている。
【０００４】
　開示のさらなる態様において、通信信号を処理するための方法が提供される。前記方法
は、それに関連した搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号の品質の計測に基
づいて前記通信信号のバイアス点を決定することを備える。前記方法はさらに、前記Ｃ／
Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉波および雑音比（ＳＩＮＲ）をキャップする
前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定することを備える。加えて、前記方法は、前記決定
されたバイアス点および前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を処理する
ことを備える。
【０００５】
　開示のさらなる態様において、通信信号を処理するための装置が提供される。前記装置
は、それに関連付けられた搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号の品質の計
測に基づいて前記通信信号のバイアス点を決定する手段を備える。前記装置はさらに、前
記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉波および雑音比（ＳＩＮＲ）をキャッ
プする前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定する手段を備える。加えて、前記装置は、前
記決定されたバイアス点および前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を処
理する手段を備える。
【０００６】
　開示のさらなる態様において、通信信号を処理するための処理システムが提供される。
前記処理システムは、それに関連付けられた搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通
信信号の品質の計測に基づいて前記通信信号のバイアス点を決定するよう構成されたモジ
ュールを備える。前記モジュールはさらに、前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信
号対干渉波および雑音比（ＳＩＮＲ）にキャップするよう構成された前記通信信号のＣ／
Ｉキャップを決定するよう構成される。加えて、前記モジュールは前記決定されたバイア
ス点および前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を処理するよう構成され
る。
【０００７】
　開示のさらなる態様において、通信信号を処理するために命令によってエンコードされ
た機器読み取り可能な媒体が提供される。前記命令は、それに関連付けられた搬送波対干
渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号の品質の計測に基づいて前記通信信号のバイアス
点を決定するためのコードを備える。前記命令はさらに、前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記
通信信号の信号対干渉波および雑音比（ＳＩＮＲ）にキャップする前記通信信号のＣ／Ｉ
キャップを決定するためのコードを備える。加えて、前記命令は、前記決定されたバイア
ス点および前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を処理するためのコード
を備える。
【０００８】
　主な技術の他の構成は、後述の詳細な記載から当業者にすぐに明白になることが理解さ
れ、主な技術の種々の構成は、説明を通して、示され、記載されている。主な技術の範囲
から逸脱しない全てにおいて、主な技術は他のまたは異なる構成が可能であり、いくつか
の詳細は、種々の他の点における変形例が可能であると理解される。従って、図面および
詳細な記載は、本質の中の実例で、限定しないと見なされる。
【図面の簡単な説明】
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【０００９】
【図１】図１は、通信信号の処理が使用され得る無線通信システム例を示した図である。
【図２】図２は、図１のアクセス端末の一つの例を示した概念的なブロック図である。
【図３】図３は、ＲＡＫＥレシーバとともに、可変のスケーリングおよびＣ／Ｉ飽和を実
行するための例的なレシーバシステムを示した概念のブロック図である。
【図４】図４は、イコライザフィルタとともに、可変のスケーリングおよびＣ／Ｉ飽和を
実行するための例的なレシーバシステムを示した概念のブロック図である。
【図５】図５は、通信信号の処理の動作例を示したフローチャートである。
【図６】図６は、通信信号の処理のためのデバイスの機能性の例を示した概念的なブロッ
ク図である。
【詳細な説明】
【００１０】
　図１は、通信信号の処理が使用される無線通信システム例を示した図である。無線通信
システム１００は、複数のアクセス端末１０４１～１０４Ｎと通信できるアクセスネット
ワーク１０２を含む。アクセス端末１０４１～１０４Ｎは、アクセスネットワーク１０２
を介して互いに通信することができる。アクセスネットワークからアクセス端末１０４１

～１０４Ｎのひとつへの通信リンクは、典型的にフォワードリンクと呼ばれ、アクセス端
末１０４１～１０４Ｎのひとつからアクセスネットワーク１０２への通信リンクは、典型
的にリバースリンクと呼ばれる。
【００１１】
　任意のアクセス端末１０４１～１０４Ｎは、携帯電話（mobile phone）、コンピュータ
、ラップトップ（laptop）コンピュータ、電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、オーディオプ
レーヤー、ゲーム機（game console）、カメラ、ポータブルビデオカメラ（camcorder）
、オーディオデバイス、ビデオデバイス、マルチメディアデバイス、（プリント回路基板
、集積回路、および／または回路部品のような）上述のいくつかの部品、または無線通信
を援助できるほかのデバイス、に相当し得る。加えて、アクセス端末１０４１～１０４Ｎ

は、固定式または移動式であって良く、デジタルデバイス、アナログデバイスまたは互い
の組み合わせを含むことができる。
【００１２】
　通信システム１００は、超広帯域無線（ＵＷＢ）システムと通信することができ、これ
は、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）のための無線技術である。通
信システム１００は、多くのほかの通信プロトコルの一つを用いても良い。例として、通
信システム１００は、Evolution-Data Optimized（ＥＶ－ＤＯ）及び／またはウルトラモ
バイルブロードバンド（ＵＭＢ）をサポートしうる。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、スタン
ダードのＣＤＭＡ２０００ファミリーのひとつとして、第三世代パートナーシッププロジ
ェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表された無線インタフェース規格であり、符号分割多
重アクセス（ＣＤＭＡ）のような多重アクセス技術を用いて、モバイル加入者に、ブロー
ドバンドインターネットアクセスを提供する。あるいは、通信システム１００は、ロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）をサポートし、これは主として広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－
ＣＤＭＡ）無線インタフェースに基づく汎用移動通信システム（ＵＭＴＳ）携帯電話規格
を改良するための３ＧＰＰ２内のプロジェクトである。通信システム１００はまた、Ｗｉ
ＭＡＸフォーラムに関連するＷｉＭＡＸ規格をサポートしうる。これらは、単に例示的な
プロトコルであり、通信システム１００は、これらの例に限定されない。
【００１３】
　通信システム１００によって用いられる実際の通信プロトコルは、特定のアプリケーシ
ョン、およびシステムに課された全体的なデザインの制約に依存するだろう。本開示を通
して表された種々の技術は、異種または同種の通信プロトコルのいかなる組み合わせでも
等しく適応可能である。
【００１４】
　図２は、図１のアクセス端末の一つの例を示した概念のブロック図である。アクセス端
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末１０４は、処理システム２０２を含み、処理システム２０２はバス２０４または他の構
成または他のデバイスを介して、レシーバ２０６およびトランスミッタ２０８と通信する
ことができる。バス以外の通信手段が、本開示の構成と共に使用されることができるとい
うことを理解されるべきである。処理システム２０２は、オーディオ、ビデオ、マルチメ
ディア、および／または、通信のためのトランスミッタ２０８に提供するための他のタイ
プのデータを生成することができる。更に、オーディオ、ビデオ、マルチメディア、およ
び／または他のタイプのデータは、レシーバ２０６で受信することができ、処理システム
２０２によって処理されることができる。
【００１５】
　処理システム２０２は、汎用プロセッサ（general purpose processor）、及びソフト
ウエアプログラムのための命令およびデータを記録するための揮発性または不揮発性のメ
モリを含みうる。メモリ２１０内に記録されうるソフトウエアプログラムは、種々のネッ
トワークへのアクセスを制御および管理するための処理システム２０２によって用いられ
ることが出来、同様に、他の通信および処理機能を提供しうる。ソフトウエアプログラム
はまた、ディスプレイ２１２及びキーパッド２１４のような種々のユーザーインタフェー
スデバイスのために処理システム２０２にインタフェースを提供しうる。処理システム２
０２はまた、畳み込み符号化、モジュレーション、及びスペクトル拡散（spread-spectru
m）処理のような種々の信号処理機能を転送するために、組み込みソフトウエア層（embed
ded software layer）とともに、デジタルシグナルプロセサ（ＤＳＰ）を含みうる。ＤＳ
Ｐは、電話通信のアプリケーションを援助するためのエンコーダ機能を実行しうる。
【００１６】
　通信システム１００が１Ｘ－ＥＶＤＯシステムである場合、アクセス端末１０４は一般
的に、フォワードリンクパイロットチャネルの搬送波対干渉比（Ｃ／Ｉ）を推定し、その
計測結果を、アクセスネットワーク１２に送信されるフィードバックチャネルに変換する
機能を有する。フィードバックチャネルは、典型的に、ＤＲＣ（data rate control）チ
ャネルのフォームである。ＤＲＣチャンネルは、その後、アクセスネットワーク１０２で
復調され、スケジュラーに送られる。アクセスネットワーク１０２がアクセス端末１０４
に信号を送る際、アクセスネットワーク１０２は、アクセス端末１０４によって送信され
たＤＲＣチャネルによって示されるような、アクセス端末１０４によって望まれるパケッ
トタイプでフォワードリンク波形を転送する。このように、アクセス端末１０４がアクセ
スネットワーク１０２からパケットを受信するとき、アクセス端末２０６は、受信できる
パケットのフォーマットを前もって知っている。
【００１７】
　異なるＤＲＣは典型的に異なるパケットタイプと一致する。例えば、ＤＲＣ１３は、典
型的に３１３６個のモジュレーションシンボル、およびハイブリッド自動再送要求（Ｈ－
ＡＲＱ）スキームのための４つのインターレース（interlace）を有する。さらに、ＥＶ
－ＤＯ　Ｒｅｖｉｓｉｏｎ　Ａでは、ＤＲＣ１３は、モジュレーションシンボルの最大数
および４つのインターレースのパケットに相当する。
【００１８】
　ＤＲＣ１３を受信するフォワードリンク波長を処理する際、例えば、アクセス端末は、
処理のそれぞれのポイントで固定されたスケーリングを用いうる。固定されたスケーリン
グは、システム設計者によって望まれ許容できる量子化雑音によって全体の動的な範囲を
包含する。このようなアクセス端末のためのバックエンドＲＡＭ（図示せず）は、ＭＳ×
ＮＨＡＲＱ×ＳＢＷ×ＭＣ×２の大きさとされ、ＭＳは記憶する変調されたシンボルの数
を示し、ＮＨＡＲＱは、インターレースの数を示し、ＳＢＷはシンボルのフェーズあたり
のビット幅を示し、ＭＣは、サイマルキャリア（simultaneous carriers）（例えば、EV-
DO　revision Aでは１）の数を示す。そういうものとして、ＭＳ、ＮＨＡＲＱ、またはＭ

Ｃを増加することで、より高いスループットを提供するシステムは、記憶容量のかなりの
増加を必要とする。
【００１９】
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　上述に加え、広い種類のパケットフォーマットをサポートする必要のある、期待される
信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）は、通常、広範囲（例えば、－１１ｄＢ～１９．５ｄＢ超
）にわたる。そういうものとして、バックエンドＲＡＭ（またはアクセス端末のほかのメ
モリ）のサイズが小さくなり、しかしそのような広範囲を支持できることが望ましい。
【００２０】
　図３は、可変のスケーリング、およびＣ／Ｉ飽和を実行するＲＡＫＥレシーバを用いた
典型的なレシーバシステムを示した概念的なブロック図である。レシーバシステム３００
は、ＲＡＫＥレシーバ３０２、可変のスケール選択及びＣ／Ｉ飽和（ＶＳＳ　Ｃ／Ｉ）モ
ジュール３０４を含んでいる。レシーバシステム３００は、乗算器をさらに含みうる。Ｒ
ＡＫＥレシーバ３０２は、入力信号を受信することができ、復調信号を出力することがで
きる。復調信号は、ＶＳＳ　Ｃ／Ｉモジュール３０６からの出力で乗算されることができ
、これにより、復調信号をスケーリングする。乗算器３０６からの出力は、復調信号を入
力信号の浮遊点値に対応して復調されることができる。主題技術の一構成に従うと、図２
のレシーバ２０６は、ＲＡＫＥレシーバ３０２またはレシーバシステム３００と対応して
見られることができる。その際、ＶＳＳ　Ｃ／Ｉモジュール３０４及び乗算器３０６はレ
シーバ２０６に含まれることができる、または処理システム２０２のようなアクセス端末
１０２のほかの部分において、実装されることができる。
【００２１】
　レシーバシステム３００は、情報ビットのオリジナルストリームを回復するために、適
切な調整、およびフィルタリングされたフォワードリンク波形を処理しうる。例えば、レ
シーバシステム３００は、必要であれば、２の補数レシーバーサンプルのオフセット（of
fset two’s complement receiver）のストリームからプロセスをはじめ、復号ビットを
処理システム２０２に生成することができる。上述したように、アクセス端末１０４がア
クセスネットワーク１０２からパケットを受信するとき、アクセス端末１０４は、演繹的
に受信するパケットフォーマットを知る。
【００２２】
　本開示の一態様によると、レシーバシステム３００は入力信号を処理するために固定さ
れたスケーリングは用いない。加えて、レシーバシステム３００はむしろ、固定されたス
ケーリングシステム（例えばフェーズあたり１６ビット）よりも小さいビット（例えばフ
ェーズあたり８～１０ビット）を用いるように構成されうる。
【００２３】
　一例において、レシーバシステム３００へのメモリの要求は、フェーズあたりのビット
の数の変更によって減少される。例えば、レシーバシステム３００がバックエンドＲＡＭ
（図示せず）を含むケースにおいて、メモリ２１０においてバックエンドＲＡＭは、同相
および直交位相について１６ビットから、各相について８～１０ビットへと小さくされる
ことができる。大きさが変えられたビットは、バックエンドＲＡＭ内に存在する必要がな
い、しかし、メモリ２１０のほかの部分内で存在することができると留意されるべきであ
る。しかしながら、本例の目的のため、討論はバックエンドＲＡＭに言及して提供される
。
【００２４】
　バックエンドＲＡＭのサイズの減少は、典型的に、復調されたシンボルの動的な範囲を
限定されうる。固定されたスケーリングシステムはおそらく、全てのパケットフォーマッ
トの候補に渡り、受け入れ可能な動作という結果にならない。そのため、固定されたスケ
ーリングの代わりに、復調信号は、バックエンドＲＡＭの記憶容量を最適化するために、
可変で調整されることができる。
【００２５】
　量子化効果および飽和効果を考慮すると、可変利得はシンボルに応用することができ、
ＤＲＣ依存のスケーリングシステムを用いることで、このシンボルは次にバックエンドＲ
ＡＭ内に記憶される。過度の飽和を避けるため、過度の量子化雑音を導入することなく、
最後のシンボルは低い点にバイアスされることができる。可変のバイアス点は、変調フォ
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ーマットの機能として、動的な範囲の要求を減少することができる。変調フォーマット情
報はＤＲＣチャンネルによって供給される。
【００２６】
　可変のバイアス点は、図３のＶＳＳ　Ｃ／Ｉモジュール３０４を用いて選択されること
ができる。ＤＲＣおよびレシーバタイプ（例えば、図３のＲＡＫＥレシーバ３０２または
、図４のイコライザフィルタ４０２）のそれぞれに対し、量子化雑音に基づいて、バック
エンドＲＡＭ内のシンボルについての許容可能なバイアス点が決定されることができる。
そのような許容可能なバイアス点の決定は、広いＳＩＮＲ範囲にわたって、種々のレシー
バタイプ及びＤＲＣをシミュレートすることによって実行されることができる。そのよう
なシミュレーションを行う場合、ごくわずかな量子化雑音と結び付けられるバイアス点は
、好ましく選択される。例えば、バイアス点は、２５６～１／１６Ｉｏｒ／Ｎｔの範囲内
であると考えられることができる。ここでＩｏｒ／Ｎｔは、受信システム３００で測定さ
れたトータル信号対トータル雑音比の測定を示し、バイアス点は、２の累乗のステップの
減少幅を有する。しかしながら、いかなる範囲でも用いることができると留意すべきであ
る。さらに、２の累乗のステップの減少幅を用いることは、ハードウエアの実装を容易に
するように見える。
【００２７】
　加えて、通信信号のためのＳＩＮＲ上のＣ／Ｉキャップは、どのＳＩＮＲの範囲でなら
、バイアス点が動作を低下する前に受け入れ可能になるか（例えば、どのような範囲のＳ
ＩＮＲ値が動作基準を満たすか）示すために、決定される。Ｃ／Ｉキャップの決定は、よ
り詳細に後述するだろう。
【００２８】
　バイアス点が決定された後、バイアス点は入力信号に適応されることが可能である。図
３を参照すると、バイアスは、乗算器３０６を用い、ＲＡＫＥレシーバ３０２からの復調
信号と、ＶＳＳ　Ｃ／Ｉモジュール３０４の出力とを乗算することで入力信号に適応され
ることが可能である。特定のシンボルへ決定されたバイアス点を適応することで、パイロ
ットフェーズ推定のスケーリングは、用いられることができる。レシーバシステム３００
がサポートできる動的な範囲が広いため（例えば、Ｃ／Ｉは－１５ｄＢ～２３ｄＢで変動
することができる）、パイロットフェーズ推定は、復調されたシンボルについての最後の
スケーリングが、Ｉｏｒ／Ｎｔの許容範囲内になるように、適切に設計することが可能で
ある。
【００２９】
　シンボルの復調は、与えられたパイロットフェーズ推定ベクトルのデータシンボルの射
影（projection）をすることで、成し遂げられうる。典型的に、複素変調されたシンボル
（complex modulated symbols）の場合、レシーバは、復調シンボルの同相および直交位
相の成分を両方取り出す。同相成分は以下のように、複素内積（complex dot product）
を用いて計算されることができる。　
　複素内積Ｉ＝ＰＩＤＩ＋ＰＱＤＱ　　（式１）　
　さらに、直交位相の要素は以下のように、複素外積（complex cross product）を用い
て計算されることができる。　
　複素外積Ｑ＝ＰＩＤＩ－ＰＱＤＱ　　（式２）　
ここで、ＰＩおよびＰＱは、それぞれパイロットフェーズ推定ベクトルの実部及び虚部で
あり、ＤＩおよびＤＱは、それぞれデータシンボルの実部及び虚部であり、ＩおよびＱは
、それぞれ復調シンボルの実部及び虚部である。
【００３０】
　上述したように、バイアス点を決定することに加えて、通信信号のためのＳＩＮＲ上の
キャップが決定され、これは、性能が悪化する前の、バイアス点が許容可能なＳＩＮＲの
範囲を示す。このキャップは、ＶＳＳ　Ｃ／Ｉモジュール３０４によって決定されている
。
【００３１】
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　各ＤＲＣは、典型的に許容可能な性能となる広い範囲の利得値を有している。しかしな
がら、ある種のＤＲＣに対応するある種の変調フォーマットタイプは、復調シンボル飽和
に対しより過敏に反応する。特に、高ＳＩＮＲにおけるシンボル飽和の効果は、より高い
変調フォーマットに対し、厳しくなりうる。これらのＤＲＣのため、パケットエラーレー
ト（ＰＥＲ）は、ＳＩＮＲが上昇するにつれて上昇する傾向にある。
【００３２】
　このように、レシーバシステム３００の性能が損なわれないようなレベルにシンボル飽
和を保つことを確実にするよう、パケットごとのＣ／Ｉキャップが適用され得るスループ
ットでのヒット（hit）を避けるために、Ｃ／Ｉキャップは、もしパケットフォーマット
が、全体的に、より少数のスロットにわたるカウンターパートを有する場合（すなわち、
パケットあたりのビットおよび変調フォーマットが同じで、スロットの数が異なる場合）
、パケットは、十分高いＳＩＮＲにおいて、早く復号することができるように十分高いの
を選びうる。
【００３３】
　Ｃ／Ｉキャップ値は、ＤＲＣから得られるＣ／Ｉ推定をキャップするために用いられる
。言い換えると、一度Ｃ／Ｉキャップ値が決まると、Ｃ／Ｉ推定はＣ／Ｉキャップ値と比
較される。もし、Ｃ／Ｉ推定がＣ／Ｉキャップ値よりも高い場合、Ｃ／Ｉ推定はＣ／Ｉキ
ャップ値と等しくなるように減少されることができる。
【００３４】
　本開示の別の態様に従って、アクセス端末１０４からアクセスネットワーク１０４に送
信されるＤＲＣフィードバック情報を用いる代わりに、アクセス端末１０４は、受信信号
のＣ／Ｉを推定でき、Ｃ／Ｉ推定に基づいてこの復調シンボルを可変にバイアスする。言
い換えると、スケーリングはＣ／Ｉ推定の変動に過敏になる。加えて、Ｃ／Ｉキャップは
、受信信号または復調シンボルの二次の統計値（second order statistics）に基づいて
決定されることができる。
【００３５】
　上述に示したように、バイアス点およびＣ／ＩキャップがＶＳＳ　Ｃ／Ｉモジュール３
０４によって決定された後、３０２からの復調シンボルは、乗算器３０６を介して乗算さ
れる。このように、結果として生じる信号は、効果的なＣ／Ｉ推定と共に、決定されたバ
イアスにある。このＣ／Ｉ推定は、もし、オリジナルのＣ／Ｉ推定がＣ／Ｉキャップ値よ
りも高い場合、決定されたＣ／Ｉキャップ値にある。復調シンボルは、入力信号の実部の
浮動小数点の値に対応し、量子化効果および飽和効果は、フェーズごとのビットの数の減
少により改善されたように見える。
【００３６】
　バックエンドＲＡＭは、フェーズごとのビットの数に大きさを変えることができる。例
えば、バックエンドＲＡＭは、フェーズごとに８または１０ビットに大きさを変えること
ができる。８、９または１０ビットのバックエンドＲＡＭで行われたシミュレーションは
、他のビットサイズのバックエンドＲＡＭのための量子化雑音性能を決定するために使用
され得る。飽和効果については、他のビットサイズのバックエンドＲＡＭのための性能は
、シミュレーション結果から推測できる。
【００３７】
　図４は、可変スケーリングおよびＣ／Ｉ飽和を実行するためにイコライザフィルタを用
いた例示的なレシーバシステムを示した概念的なブロック図である。レシーバシステム４
００は、イコライザフィルタ４０２、可変スケール選択およびＣ／Ｉ飽和（ＶＳＳ　Ｃ／
Ｉ）モジュール４０４を含んでいる。レシーバシステム４００は、さらに乗算器４０６を
含みうる。イコライザフィルタ４０２は、入力信号を受信でき、イコライズド信号を出力
できる。イコライズド信号は、ＶＳＳ　Ｃ／Ｉモジュール４０６からの出力で乗算される
ことができ、これにより、イコライズド信号をスケーリングする。乗算器３０６からの出
力は、入力信号の浮動小数点値に対応するイコライズド信号になることができる。主な技
術の一構成において、図２のレシーバ２０６は、イコライザフィルタ４０２またはレシー
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バシステム４００と対応するとみることができる。この点において、ＶＳＳ　Ｃ／Ｉモジ
ュール４０４及び乗算器４０６は、処理システム２０２のように、レシーバ２０６に含ま
れることができ、またはアクセス端末１０２のほかの部分に実装されることができる。
【００３８】
　レシーバシステム４００は、入力信号をスケーリングでき、Ｃ／Ｉキャップを入力信号
に適応できる。レシーバ４００は、図３を参照して上述で記載した同様の方法で、このよ
うなスケーリングおよびキャッピングを実行することができる。しかしながら、ＲＡＫＥ
レシーバ３０２を用いて信号を復調する代わりに、レシーバシステム４００はイコライザ
フィルタ４０２を用いて入力信号をイコライズする。
【００３９】
　Ｃ／Ｉキャッピングを考えると、イコライザフィルタ４０２は一般的に、中程度から高
度のＳＩＮＲ領域で動作する。このように、ＤＲＣ依存スケーリングですら、飽和効果は
典型的に、高ＳＩＮＲにおいてパケットエラーレート（ＰＥＲ）の上昇を引き起こす。Ｄ
ＲＣに依存することができるＣ／ＩキャップはＣ／Ｉ推定に適応されることができる。こ
れはレシーバシステム４００の性能に影響しうるので、Ｃ／Ｉキャップ値は、１％のＰＥ
Ｒポイントよりも十分に高いものとして選択されることができる。
【００４０】
　図１～４を参照して上述したように、アクセス端末１０４は、チャネルフィードバック
に基づく可変のバイアスアルゴリズムを使用することで、要求された動的な範囲を維持す
るビットの要求された数を最適化することができる。加えて、アクセス端末１０４は、パ
ケットあたりのＣ／Ｉキャップを適応して、これによりシンボル飽和の効果を制限し得る
。
【００４１】
　図５は、通信信号の処理の例示的な動作を示すフローチャートである。ステップ５０２
において、通信信号のためのバイアス点は、通信信号の品質の計測に基づいて決定される
。品質の計測はそれに関連した搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を有する。ステップ５０４
において、Ｃ／Ｉキャップは、Ｃ／Ｉ推定を用いて、通信信号のために決定される。Ｃ／
Ｉキャップは信号を通信信号の信号対干渉波および雑音比（ＳＩＮＲ）をキャップするこ
とである。ステップ５０６において、通信信号は、決定されたバイアス点および決定され
たＣ／Ｉキャップを用いて処理される。
【００４２】
　図６は、通信信号の処理のためのデバイスの機能の例を示した概念的なブロック図であ
る。デバイス６００は、通信信号の品質の計測に基づいて通信信号のためのバイアス点を
決定するためのモジュール６０２を有している。品質の計測はそれに関連した搬送波対干
渉波（Ｃ／Ｉ）推定を有る。デバイス６００は、さらに、Ｃ／Ｉ推定を用いた通信信号の
ためのＣ／Ｉキャップを決定するためのモジュール６０４を含んでいる。Ｃ／Ｉキャップ
は、通信信号の信号対干渉波および雑音比（ＳＩＮＲ）をキャップするように構成される
。加えて、デバイス６００は、決定されたバイアス点および決定されたＣ／Ｉキャップを
用いて通信信号を処理するためのモジュール６０６を含んでいる。
【００４３】
　図２に戻って参照すると、処理システム２０２は、ソフトウエア、ハードウエア、また
はその組み合わせを用いて実装しうる。例として、処理システム２０２は、１つまたはそ
れ以上のプロセッサを実装しうる。プロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコ
ントローラ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロジックデバ
イス（ＰＬＤ）、コントローラ、ステートマシン、ゲートロジック、ディスクリートハー
ドウエア要素、または計算または情報のほかの操作が実行できる他の適当なデバイスであ
りうる。処理システム２０２は、１つまたはそれ以上の、ソフトウエアを記憶するための
機器読み取り可能な媒体を含みうる。ソフトウエアは、ソフトウエア、ファームウエア、
ミドルウエア、マイクロコード、ハードウエア記述言語または他のものはソフトウエアと
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して言及されようとも、命令、データ、またはそれらの組み合わせを意味するよう、広く
意図されるべきである。命令は、コード（例えば、インソースコードフォーマット、バイ
ナリコードフォーマット、実行可能なコードフォーマット、または他の適当なコードのフ
ォーマット）を含みうる。
【００４４】
　機器読み取り可能な媒体は、ＡＳＩＣの場合のように、プロセッサ内に集積されたスト
レージを含み得る。機器読み取り可能な媒体はまた、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、フラッシュメモリ、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、書き込み可能な読み出し専用メモ
リ（ＥＰＲＯＭ）、消去及び書き込み可能な読み出し専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、レジス
タ、ハードディスク、リムーバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、または他の適切な記
憶装置のような、プロセッサ外部の記憶装置を含んでもよい。加えて、機器読み取り可能
な媒体は、データ信号をエンコードする搬送波または送信線を含みうる。当業者は、記載
した処理システム２０２の機能性の最良な実行方法を実現できる。本開示の一態様に従え
ば、機器読み取り可能な媒体は、命令でエンコードまたは記憶されたコンピュータ読み取
り可能な媒体であり、命令とシステムの残りの部分との間の、構造および機能の相互関係
を定める計算素子であり、これにより命令の機能性を実現させる。命令は、例えば、アク
セス端末、または処理システムによって実行可能とされうる。例えば、命令は、コードを
含むコンピュータプログラムであって良い。機器読み取り可能な媒体は、１つまたはそれ
以上のメディアを含みうる。
【００４５】
　当業者は、本明細書で記載した種々の実例となるブロック、モジュール、素子、要素、
方法、およびアルゴリズムは、電子的ハードウエア、コンピュータソフトウエア、または
両方の組み合わせとして実装されうることを正しく理解できるであろう。例えば、ＲＡＫ
Ｅレシーバ、可変スケール選択およびＣ／Ｉ飽和（ＶＳＳ　Ｃ／Ｉ）モジュール、乗算器
、およびイコライザフィルタの各々は、電子的ハードウエア、コンピュータソフトウエア
、または両方の組み合わせとして実装されうる。ハードウエアとソフトウエアの互換性を
説明するために、種々の例示的なブロック、モジュール、素子、要素、方法、及びアルゴ
リズムは、概してそれらの機能という点で上述されている。そのような機能性がハードウ
エアとして実現されるかソフトウエアとして実現されるかは、特定のアプリケーション及
び全体のシステム上に課せられていたデザインの制限に依存する。当業者は、具体的なア
プリケーションごとに種々の異なる方法で、記載された機能性を実行しうる。さらに、主
題となる技術の範囲から逸脱することなく、種々の要素とブロックは全て異なるようにア
レンジされうる（例えば、異なる順序にアレンジされる、または異なった方法に分割され
る）。
【００４６】
　開示されたプロセスにおけるステップの特定の順序またはヒエラルキーは、例的なアプ
ローチの説明であることが理解される。デザインの優先順位に基づいて、プロセスにおけ
るステップの特定の順序またはヒエラルキーが、リアレンジされうることが理解される。
添付の方法のクレームは、見本となる順序での様々なステップの要素を提示し、提示され
た特定の順序またはヒエラルキーに限定されることを意味しない。
【００４７】
　当業者は、情報および信号は、種々の異なる技術と方法の任意のものを用いて表されう
ることを理解できるであろう。例えば、上記の説明を通して言及され得るデータ、命令、
コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場
または磁粒、光学場または光子、またはその組み合わせによって与えられ得る。
【００４８】
　上記の記述は、当業者が本明細書記載の種々の構成を実施することができるよう提供さ
れる。これらの構成の種々の変形例は、当業者に容易に理解され、本明細書で明確にされ
た一般的な原理は、他の構成にも適応されうる。したがって、特許請求の範囲は、本明細
書に示した構成に限定されることを意図しておらずしかし、特許請求の範囲と一致する全
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範囲になることを意図する。ここで、特に明示されない限り、要素の単数での言及は、「
唯１つ」を意味することを意図せず、むしろ「１以上」なる意味を意図する。別の方法で
明確に述べられない場合、「いくつか」という用語は「１つまたはそれ以上」であること
に言及する。男性の代名詞(例えば、彼の(his))は女性および中性の代名詞(例えば、彼女
(her)、及びそれ(its))を含み、逆もまた同様である。もし見出しと小見出しがあれば、
便宜だけに使用されて、本発明を限定しない。
【００４９】
　「例えば」、「例として」、「例」、「場合」、「見本」、「そのようなもの」、など
のように本明細書で使用された用語は、一例としての例示を示し、限定するものではない
。当業者によって既知の、または後に知られる、本開示を通して記載された種々の構成の
要素と同等の全ての構造および機能は、参照によって本明細書に明示的に組み込まれ、特
許請求の範囲によって包含されることを意図される。更に、本明細書の開示は、そのよう
な開示が特許請求の範囲で明示的に記載されるかどうかにかかわらず、公衆に捧げられる
ことを意図しない。要素が、「手段（means for）」を使って明示的に記載され、または
方法の請求項においては要素が「ステップ（step for）」を使って記載されない限り、請
求項の要素は、米国特許法第１１２条第６パラグラフの規定の下にあるとは意図されない
。
　［１］通信信号を処理するためのアクセス端末であって、
　前記アクセス端末は、
　前記通信信号の品質の計測に基づいて前記通信信号のバイアス点を決定し、前記品質の
計測はそれに関連した搬送波対干渉（Ｃ／Ｉ）推定を有し、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）をキャッ
プするように構成された前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定し、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理する
　よう構成されたレシーバを備えるアクセス端末。
　［２］前記アクセス端末はさらに、フォワードリンクのパイロットチャネルのフィード
バック情報を、フィードバックチャネルを介し、前記アクセス端末の外側のデバイスへ送
るように構成され、
　前記フィードバック情報は、前記通信信号の複数のパケットタイプの一つを識別する、
１のアクセス端末。
　［３］前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネル
であり、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前記
デバイスにフィードバックされる２のアクセス端末。
　４前記複数のパケットタイプのそれぞれは、予め決められたバイアス点に関連付けられ
る２のアクセス端末。
　［５］前記レシーバは、前記予め決められたバイアス点を用いてバイアス点を決定する
よう構成される４のアクセス端末。
　［６］前記予め決定された受け入れ可能なバイアス点のそれぞれは、シミュレーション
テストを介して決定される４のアクセス端末。
　［７］前記レシーバは、前記決定されたバイアス点についての動作基準を満足するＳＩ
ＮＲの値の範囲に基づいて前記Ｃ／Ｉキャップを決定するように構成され、前記Ｃ／Ｉキ
ャップは、前記ＳＩＮＲ値の範囲の最大値に対応する１のアクセス端末。
　［８］前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される７のアクセス端末。
　［９］前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記レシーバは、
前記通信信号の二次の統計値（second order statistics）に基づいて前記Ｃ／Ｉキャッ
プを決定するよう構成される１のアクセス端末。
　［１０］前記レシーバは、前記通信信号の量子化雑音を減少するよう構成される１のア
クセス端末。
　［１１］前記レシーバは、前記通信信号のシンボル飽和を減少するように構成される１
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のアクセス端末。
　［１２］前記レシーバは、前記通信信号が前記決定されたバイアスポイントまで運ばれ
るように、前記通信信号を乗算すること、及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて、
前記通信信号の前記ＳＩＮＲをキャッピングすることで、前記通信信号を処理するように
構成される１のアクセス端末。
　［１３］前記レシーバは、前記通信信号を復調するよう構成されたＲＡＫＥレシーバを
備える１のアクセス端末。
　［１４］前記レシーバは、前記通信信号をイコライズするよう構成されたイコライザフ
ィルタを備える１のアクセス端末。
　［１５］通信信号を処理するための方法であって、前記方法は、
　それに関連付けられた搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号の品質の計測
、に基づいて前記通信信号のバイアス点を決定することと、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）をキャッ
プする前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定することと、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理することと
　を備える方法。
　［１６］前記バイアスポイントを決定すること、前記Ｃ／Ｉキャップを決定すること、
及び前記通信信号を処理することは、アクセス端末内で行われ、前記方法はさらに、フォ
ワードリンクパイロットチャネルのフィードバック情報を、フィードバックチャネルを介
して前記アクセス端末の外側のデバイスに送ることを備え、前記フィードバック情報は、
前記通信信号のための複数のパケットタイプの一つを識別する１５の方法。
　［１７］前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネ
ルであり、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前
記デバイスにフィードバックされる１６の方法。
　［１８］前記複数のパケットタイプのそれぞれは、予め決められたバイアス点に関連付
けられる１６の方法。
　［１９］前記バイアス点を決定することは、前記予め決められたバイアス点を用いる１
８の方法。
　［２０］前記予め決定された受け入れ可能なバイアス点のそれぞれは、シミュレーショ
ンテストを介して決定される１８の方法。
　［２１］前記Ｃ／Ｉキャップを決定することは、前記決定されたバイアス点についての
動作基準を満足するＳＩＮＲ値の範囲に基づき、前記Ｃ／Ｉキャップは、前記ＳＩＮＲ値
の範囲の最大値に対応する１５の方法。
　［２２］前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される２１の方法。
　［２３］前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記Ｃ／Ｉキャ
ップを決定することは、前記通信信号の二次の統計値（second order statistics）に基
づく１５の方法。
　［２４］前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通
信信号を処理することは、前記通信信号の量子化雑音を減少する１５の方法。
　［２５］前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通
信信号を処理することは、前記通信信号のシンボル飽和を減少する１５の方法。
　［２６］前記通信信号を処理することは、前記通信信号は前記決定されたバイアス点に
運ばれるように、前記通信信号を乗算すること、及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用
いて前記通信信号のＳＩＮＲをキャッピングすることを備える１５の方法。
　［２７］前記方法は、前記通信信号を復調するように構成されたＲＡＫＥレシーバによ
って実行される１５の方法。
　［２８］前記方法は、前記通信信号をイコライズするように構成されたイコライザフィ
ルタによって実行される１５の方法。
　［２９］通信信号を処理するための装置であって、前記装置は、
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　それに関連付けられた搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号の品質の計測
に基づいて前記通信信号のバイアス点を決定する手段と、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の前記通信信号の信号対干渉及び雑音比（ＳＩ
ＮＲ）をキャップする前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定する手段と、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理する手段と
　を備える装置。
　［３０］前記装置はアクセス端末である２９の装置。
　［３１］前記装置はさらに、フォワードリンクパイロットチャネルのフィードバック情
報を、フィードバックチャネルを介して前記アクセス端末の外側のデバイスに送る手段を
備え、前記フィードバック情報は、前記通信信号のための複数のパケットタイプの一つを
識別する３０の装置。
　［３２］前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネ
ルであり、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前
記デバイスにフィードバックされる３１の装置。
　［３３］前記複数のパケットタイプのそれぞれは、予め決められたバイアス点に関連付
けられる３１の装置。
　［３４］前記バイアス点を決定する手段は、前記予め決められたバイアス点を用いる３
３の装置。
　［３５］前記予め決定された受け入れ可能なバイアス点のそれぞれは、シミュレーショ
ンテストを介して決定される３３の装置。
　［３６］前記Ｃ／Ｉキャップを決定する手段は、前記決定されたバイアス点についての
動作基準を満足するＳＩＮＲ値の範囲に基づいて前記Ｃ／Ｉキャップを決定し、前記Ｃ／
Ｉキャップは、前記ＳＩＮＲ値の範囲の最大値に対応する２９の装置。
　［３７］前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される３６の装置。
　［３８］前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記Ｃ／Ｉキャ
ップを決定する手段は、前記通信信号の二次の統計値（second order statistics）に基
づいて前記Ｃ／Ｉキャップを決定する２９の装置。
　［３９］前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通
信信号を処理する手段は、前記通信信号の量子化雑音を減少する２９の装置。
　［４０］前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通
信信号を処理する手段は、前記通信信号のシンボル飽和を減少する２９の装置。
　［４１］前記通信信号を処理する手段は、前記通信信号が前記決定されたバイアス点に
運ばれるように前記通信信号を乗算し、前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信
信号のＳＩＮＲをキャップする２９の装置。
　［４２］前記装置は、前記通信信号を復調するように構成されたＲＡＫＥレシーバを備
える２９の装置。
　［４３］前記装置は、前記通信信号をイコライズするように構成されたイコライザフィ
ルタを備える２９の装置。
　［４４］通信信号を処理するための処理システムであって、前記処理システムは、
　前記通信信号の品質の計測に基づいて前記通信信号のバイアス点を決定し、前記品質の
計測はそれに関連した搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を有し、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉波及び雑音比（ＳＩＮＲ）にキャ
ップするように構成された前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定し、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理する
　よう構成されたモジュールを備える処理システム。
　［４５］前記処理システムはアクセス端末であり、前記モジュールは、さらにフォワー
ドリンクのパイロットチャネルのフィードバック情報を、フィードバックチャネルを介し
、前記アクセス端末の外側のデバイスへ送るように構成され、前記フィードバック情報は
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、前記通信信号の複数のパケットタイプの一つを識別する、４４の処理システム。
　［４６］前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネ
ルであり、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前
記デバイスにフィードバックされる４５の処理システム。
　［４７］前記複数のパケットタイプのそれぞれは、予め決められたバイアス点に関連付
けられる４５の処理システム。
　［４８］前記モジュールは、前記予め決められたバイアス点を用いてバイアス点を決定
するよう構成される４７の処理システム。
　［４９］前記予め決定された受け入れ可能なバイアス点のそれぞれは、シミュレーショ
ンテストを介して決定される４７の処理システム。
　［５０］前記モジュールは、前記決定されたバイアス点についての動作基準を満足する
ＳＩＮＲの値の範囲に基づいて前記Ｃ／Ｉキャップを決定するよう構成され、前記Ｃ／Ｉ
キャップは、前記ＳＩＮＲ値の範囲の最大値に対応する４４の処理システム。
　［５１］前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される５０の処理システ
ム。
　［５２］前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記モジュール
は、前記通信信号の二次の統計値（second order statistics）に基づいて前記Ｃ／Ｉキ
ャップを決定するよう構成される４４の処理システム。
　［５３］前記モジュールは、前記通信信号の量子化雑音を減少するよう構成される４４
の処理システム。
　［５４］前記モジュールは、前記通信信号のシンボル飽和を減少するように構成される
４４の処理システム。
　［５５］前記モジュールは、前記通信信号が前記決定されたバイアスポイントまで運ば
れるように、前記通信信号を乗算すること、及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて
、前記通信信号の前記ＳＩＮＲをキャッピングすることで、前記通信信号を処理するよう
に構成される４４の処理システム。
　［５６］前記モジュールは、前記通信信号を復調するよう構成されたＲＡＫＥレシーバ
を備える４４の処理システム。
　［５７］前記モジュールは、前記通信信号をイコライズするよう構成されたイコライザ
フィルタを備える４４の処理システム。
　［５８］通信信号を処理するために命令によってエンコードされた機器読み取り可能な
媒体であって、前記命令は、
　それに関連付けられた搬送波対干渉波（Ｃ／Ｉ）推定を含む前記通信信号の品質の計測
に基づいて前記通信信号のバイアス点を決定し、
　前記Ｃ／Ｉ推定を用いて、前記通信信号の信号対干渉波及び雑音比（ＳＩＮＲ）をキャ
ップする前記通信信号のＣ／Ｉキャップを決定し、
　前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号を
処理する
　ためのコードを備える機器読み取り可能な媒体。
　［５９］前記バイアスポイントを決定すること、前記Ｃ／Ｉキャップを決定すること、
及び前記通信信号を処理することは、アクセス端末内で行われ、前記命令はさらに、フォ
ワードリンクパイロットチャネルのフィードバック情報を、フィードバックチャネルを介
して前記アクセス端末の外側のデバイスに送ることのコードを備え、前記フィードバック
情報は、前記通信信号のための複数のパケットタイプの一つを識別する５８の機器読み取
り可能な媒体。
　［６０］前記フィードバックチャネルは、データレートコントロール（ＤＲＣ）チャネ
ルであり、前記品質の計測は、前記ＤＲＣチャネルを介して前記アクセス端末の外側の前
記デバイスにフィードバックされる５９の機器読み取り可能な媒体。
　［６１］前記複数のパケットタイプのそれぞれは、予め決められたバイアス点に関連付
けられる５９の機器読み取り可能な媒体。
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　［６２］前記バイアス点を決定することの前記コードは、前記予め決められたバイアス
点を用いる６１の機器読み取り可能な媒体。
　［６３］前記予め決定された受け入れ可能なバイアス点のそれぞれは、シミュレーショ
ンテストを介して決定される６１の機器読み取り可能な媒体。
　［６４］前記Ｃ／Ｉキャップを決定するための前記コードは、前記決定されたバイアス
点についての動作基準を満足するＳＩＮＲ値の範囲に基づき、前記Ｃ／Ｉキャップは、前
記ＳＩＮＲ値の範囲の最大値に対応する５８の機器読み取り可能な媒体。
　［６５］前記最大値は、シミュレーションテストを介して決定される６４の機器読み取
り可能な媒体。
　［６６］前記品質の計測は、前記通信信号のＣ／Ｉ比の推定に基づき、前記Ｃ／Ｉキャ
ップを決定するための前記コードは、前記通信信号の二次の統計値（second order stati
stics）に基づく５８の機器読み取り可能な媒体。
　［６７］前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通
信信号を処理するための前記コードは、前記通信信号の量子化雑音を減少する５８の機器
読み取り可能な媒体。
　［６８］前記決定されたバイアス点及び前記決定されたＣ／Ｉキャップを用いて前記通
信信号を処理するための前記コードは、前記通信信号のシンボル飽和を減少する５８の機
器読み取り可能な媒体。
　［６９］前記通信信号を処理するための前記コードは、前記通信信号は前記決定された
バイアス点に運ばれるように前記通信信号を乗算するためのコードと、及び前記決定され
たＣ／Ｉキャップを用いて前記通信信号のＳＩＮＲをキャッピングするためのコードとを
備える５８の機器読み取り可能な媒体。
　［７０］前記命令は、前記通信信号を復調するように構成されたＲＡＫＥレシーバによ
って実行される５８の機器読み取り可能な媒体。
　［７１］前記命令は、前記通信信号をイコライズするように構成されたイコライザフィ
ルタによって実行される５８の機器読み取り可能な媒体。
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